
開館時間／午前９時～午後５時　休館日／水曜日（祝日の場合は翌日）　入館料／大人300円  小・中学生150円　www.massimo-k.org/p_murayama
〒995-0054 山形県村山市大字大淀1084-1　TEL.0237-52-3195　FAX.0237-55-2152　E-mail mogamigawa@city.murayama.lg.jp

平成 30年 （2018）　年度計画　

最上川冬　1982　30M　油彩キャンバス　村山市大淀

致道博物館 館蔵品展
11 月 2 日（金） 12ｰ 月 4 日（火）

最上川 Ⅰ
4 月 13 日（金） 6ｰ 月 12 日（火）

真下慶治

最上川 Ⅱ
6 月 15 日（金） 8ｰ 月 21日（火）

最上川 Ⅴ

12
2019

月 7 日（金） 4ｰ 月 2 日（火）

最上川 Ⅲ
8 月 24日（金） 10ｰ 月30日（火）

常 設 展 示 室

特別企画



アートクラブに入会して、美術館の活動をご支援いただき、四季折々の美しい最上川風景とともに
ゆったりと美術を鑑賞し、美術館活動に参加して、アートな時間を過ごしてみませんか。よろしくお願いいたします。

平成30年度　真下慶治記念館　アートクラブ　友の会会員募集要項

お問い合わせ
申  込  受  付

真 下慶 治記念 館
〒995-0054　山形県村山市大淀1084-1　TEL.0237-52-3195

ア ー ト ク ラ ブ 事 務 局

最上川美術館・真下慶治記念館　 2018　平成30年度　事業一覧表

◇　美術館グッズ販売
　　真下図録・ポスター各種・絵葉書・便箋
　　バンダナ各種・額縁・マット絵各種

◇　喫茶コーナー
　　お抹茶　　　　　　　　400円
　　ホットコーヒー　　　　300円
　　アイスコーヒー　　　　300円
　　ラ・フランスジュース　250円
　　オレンジジュース　　　250円

・アートクラブ主催 各種講座には無料にて参加できます
・美術館の催事案内を随時郵送にてお知らせします
・真下慶治記念美術館の入館料は250円に割引
・ワンドリンクサービス

一般会員
家族会員
賛助会員

2,000円
3,000円
10,000円

（記名者1名様）
（記名者とご家族1名様）
（記名者と同伴者5名様）

アートクラブ
年　会　費

アートクラブ
会員の特典

表紙紹介　最上川冬　1982　30M　油彩キャンバス　村山市大淀
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10月11日（木） - 13日（土）
              　　 東沢薔薇公園の薔薇生花展

常設展示室 企画展示室 学　　習　　室

4月13日（金） - 6月12日（火）

6月15日（金） - 8月21日（火）

　真下慶治　最上川　Ⅰ

　真下慶治　最上川　Ⅱ

　特別企画
　致道博物館 館蔵品展

11月2日（金） - 12月4日（火）

　真下慶治　最上川　Ⅴ
12月7日（金） - 4月2日（火）

4月13日（金） - 5月8日（火）
　真下慶治 海外スケッチ展

5月11日（金） - 6月12日（火）
　工藤幸治 油絵展 “郷土賛称”

※学習室 時間表示は開演時間　※休館日・企画・講座の日時変更の場合はご容赦お願いいたします。

12月7日（金） - 1月15日（火）
　郷土の陶器 楯岡焼展

1月18日（金） - 2月19日（火）
　真下記念館 館蔵品展

2月22日（金） - 4月2日（火）
　美術館のお雛様

　細梅久彌 油絵展
7月20日（金） - 8月21日（火）

6月16日（土）　PM1:30 アートクラブ総会 

8月24日（金） - 10月30日（火）
　真下慶治　最上川　Ⅲ

6月15日（金） - 7月17日（火）
　第14回 村山美術連盟小作品展

9月28日（金） - 10月30日（火）
　笹原弘子 油絵展

7月7日（土）　AM9:30 チャイルドピアノコンサート

8月26日（日）　AM11:00 狩野ギャラリートーク
　　　　　　　　　　　PM1:00 甑岳清美となかまたち
　　　　　　　　　　　　　　 コンサート
9月30日（日）　PM1:00 笹原弘子ギャラリートーク
10月8日（月）　最上川写生大会

12月9日（日）　PM1:00 楯岡焼
　　　　　　　　　　　　　　 焼物教室ワークショップ

4月29日（日）　観桜会・お茶会
　　　　　　　　　　　PM1:00 櫻鳴女性合唱団コーラス

11月2日（金） - 12月4日（火）
　真下慶治　最上川　Ⅳ

8月24日（金） - 9月25日（火）
　狩野宏明展 「SCAFFOLDING」

　山形県村山市大淀に昭和46年にアトリエを建て、ここの周辺で数多くの作品を描きました。
昭和47年秋、大淀のアトリエを建て、生涯絵描きとして生き抜く決心をして、突然に山形大学教育
学部教授を辞めます。この頃は、大学騒動が一番激しい時代でもありました。
　真下は大淀のアトリエに籠り小説等も書き残しています。美術館の日毎に変る俯瞰した最上川の
景色は素晴しく、特に大淀ビューポイント・アトリエあたりからの眺めは、河の流れが目線の位置
で飛び込んできて、風もなく穏やかな時は鏡のごとく山々が映しだされ絶景です。春夏秋冬、風・
雨・雪と様々な景色が展開します。
　「最上川冬」は厳冬の束の間、霙が降って晴れあがった時の情景です。今は、三ケ瀬橋も大きく
架け替えられ、中の島の柳の木も平成25年7月の大雨の濁流に流されてしまいました。年々日々風
景は少しづつ変わりますが自然の恵みの美しいこと　“母なる最上川よ”　　   館 長　真下 清美


